
                                                        

 

 

 

   

 

 

   

 

   

  

 

 

 

 

 

 

  

 

     

 

 

 

  

  

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 29年 6月号 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

5 日(月)13 時 30 分～ 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

13 日(火) 10 時 30 分～11 時 30 分 

★「人権のつどい日」   

11 日(日)10 時 00 分～11 時 30 分 

  テーマ：「本当の優しさ」 

  瀬戸会館指導員  浦江 賢治 

★移動図書館青い鳥号 

14 日(水)・28 日(水) 

14 時～14 時 40 分 

★連合自治会「何でも相談日」…瀬戸会館 

  毎週火曜日 13 時～15 時   

★人権・同和教育関係行事 

22 日・23 日  

四国ブロック隣保館 

女性職員研修会（香川県）              

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@c i ty .n i i hama .eh ime . jp  

 

T e l  ：０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国ブロック隣保館女性職員研修会事前研修では、宇和島市の吉田地区広域隣保

事業 相談員 宝本志保さんの～教育集会所だからできること～と題した報告があ

りました。隣保館交流事業や町内の婦人会との交流、自分たちの地域は自分たちで

守ろうという共助の思いを持った活動、識字の問題から最後まで付き添うことの大

切さを学んだことなど、地域に密着した報告でした。中でも一番心に残ったのは、

「小学校の子どもたちが地域を題材とした学習を行なった時、戦争で焼け野原にな

った地域を皆で力を合わせて復興したという郷土愛についての学習教材を使用する

ことで、子どもたちには被差別部落としてこの地域を知るのではなく、人々の協力

で蘇った町としてこの地域を知ってもらうことが出来た。                   

“そこには子どもたちと被差別部落であるこの地域と            プ

プラスの出会いをさせたい”という教師の思いがあった。」           

という報告でした。この学習で、子どもたちにうわさや偏見           

を信じない心が育まれたと感じました。 

 

５月２１日９時から泉川小学校のグラウンドにおいて、「第５２回泉川校区町民大運

動会」が、素晴らしい大会日和のもと開催されました。瀬戸・寿ブロックは惜しくも準

優勝でしたが、選手の皆さんはさわやかな汗を流し、大活躍されました。このことは栄

誉に浴するものであります。子どもからお年寄りまで、同じ地域に住む者同士、笑いあ

り、悔しさもありましたが、親睦融和が深められたものと思います。参加された皆さん、

お疲れさまでした。 

 

瀬戸会館の玄関を入ってすぐ左側に、『チョット一言』と

いうボックスが置いてあるのにお気づきですか?昨年度途中か

らですが、会館を利用される皆さんの声をお聞か      

せいただきたいと思い設置しております。         

会館に対するご意見やご要望。人権問題等に関する        

内容。どんなことでも結構です。お気軽に声をお聞かせ        

ください。 

 

 

 

７月３日（月）・７日（金）の二日間、

泉川校区地区別懇談会が行われます。今年

度は、紙芝居や人権カルタなど、子どもさ

んも参加しやすい内容で企画されていま

す。ご近所お誘いあわせのうえ、また、お

子様とご一緒にご参加いただけたらと思い

ます。会場も今年度は、３日(泉川小学校体

育館)・７日(泉川中学校体育館)の２会場。

時間は、いずれも午後７時から午後８時１

５分です。 

皆様のお越しをお待ちしています。  



 
  

  

 

 

 

  

 

   

  

   

    

    

  

 

 

 

 

     

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

   

 

  

   

  

  

５月の「人権のつどい日」は、四国中央市から宮内則人             

さんを講師にお招きし、「明日へ！」という題で一人                 

芝居を演じていただきました。部落差別の歴史や差別解消に努めた人々の想い、現在

の結婚差別の問題まで、力強く、悲しく、そして優しく語りかける宮内さんの一人芝

居に、参加者全員が引き込まれていきました。劇中、同和問題学習にも積極的に取り

組み、「差別は許されるものではない。許さない。」という強い信念を持っていると

思っていた男性が、自分の娘の結婚で、自身の内にある差別心を消しきれずに自分自

身も差別者になってしまい、娘の心を失ってしまう。それは、男性が自分の問題とし

て差別と向き合っていなかったから。その後、自分自身の今までを振り返って、自分

の心を変えることができたのは、やはり今まで同和問題学習をしてきたから。宮内さ

んは、「あなたは、部落差別に自分の問題として向き合っていますか。」と、一人芝

居を通じて、参加者一人一人に語り掛けていました。この「一人芝居」を多くの人に

見てもらい、自分自身を見つめなおすきっかけにしてほしいと感じました。 

 

今、注目されている「ポーセラーツ」 白い磁器やガラ

スに転写紙を貼ったり金彩をしたりして、オリジナルのク

オリティの高い作品が作れます。「絵を描くのは苦手」「セ

ンスないから」という方にピッタリ！ 参加できる日の都

合のよい時間にという制限なしの教室も魅力です。 

活動は、第 2・第４ 土曜日と 第３ 水曜日(原則)  

13 時 30 分～17 時 30 分 

ぜひ一度、教室をのぞいてみて体験してみませんか？ 

 

Ｚｕｍｂａ(ズンバ)は、ラテン系の音楽とダンスを

融合させて創作された、ダンスエクササイズです。ラ

テンのリズムにのって楽しんでいます。活動は、 

毎週 火曜日    11 時 30 分～12 時 15 分 

毎週 月・木曜日  19 時 30 分～20 時 15 分 

 

みなさんも、私たちと一緒に楽しみましょう。 

 

これは、相田みつをさんの言葉です。「そんなあなた」って、どんな人でしょうか。

笑顔の素敵な人？相手を思いやることのできる人？いつも優しく接してくれる人？ 

どれも「そんなあなた」の要素として必要でしょうが、みんなの幸せを願い、人を支

えることに喜びを見出し、自らが行動できる(行動する)人だと私は思います。 

私たちの周りには、今もなお、誹謗中傷やいろいろな差別で苦しんでいる人がいます。

人の想いや心の痛みを受け止め、時には毅然と行動する。              

「そんなあなた」になりたいと思います。 

 

ボール、ベル、ベルターという用具を使い、音楽に合わ

せて動く健康体操です。運動不足の方も、高齢の方もこれ

ならできると言ってくださっています。気軽に誰でもでき

るをモットーに、楽しい笑顔の教室を目標に活動していま

す。一緒に健康寿命を延ばしましょう。活動は、 

 毎週木曜日 １０時～11 時３０分        

(上履・飲み物・敷物持参)  

まずは、見学からでも結構です。皆様のお越しをお待

ちしています。 

 


